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▲暁明夫・あきらさん ▲ザ・ラッキーさん 

一人暮らし老人慰安会 
延期のお知らせ 

一人暮らし老人慰安会 
延期のお知らせ 

　９月３日（土）に予定されてい

た「一人暮らし老人慰安会」は、

台風１２号の影響により、１０月２２

日（土）に延期となりました。 

　現在欠席の報告をしていただ

いている方のなかで、出席を希

望する方は、１０月１４日（金）まで

に健康福祉課（内線３５２）へご連

絡ください。 

（健康福祉課） 

　
９
月
７
日（
水
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
老
人
芸
能
慰
安
会
」
を
開
催
し
、
約

２
０
０
人
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
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出
演
者
は
、
漫
才
の
暁
明
夫
・
あ
き

ら
さ
ん
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
（
曲
芸
）
の
ザ
・

ラ
ッ
キ
ー
さ
ん
、
浪
曲
＆
歌
の
天
光
軒

満
月
さ
ん
で
し
た
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暁
明
夫
・
あ
き
ら
さ
ん
の
三
味
線
と

ギ
タ
ー
を
使
っ
た
漫
才
に
会
場
は
華
や

ぎ
、
ザ
・
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さ
ん
の
曲
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新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書10冊　　児童書3冊 
「ポニーテール」　　　　重松　　清 
「天の方舟」　　　　　　服部　真澄 

　１０月１７日（月）から２３日（日）は行政相談週間
です。毎日のくらしのなかで、国や特殊法人な
どの仕事について、苦情や意見・要望はありま
せんか。 
　広く利用していただけるよう、行政相談委員
による巡回行政相談所を開設します。相談は無
料で、秘密は固く守られますので、気軽にご相
談ください。 
 
日　時　１０月２８日（金）　１３：００～１５：００ 
場　所　文化センター　小ホール 

（総務課） 

「巡回行政相談所」開設 「巡回行政相談所」開設 

行事予定（１０月１５日～１１月３日） 

子ども映画会 

10月22日（土） 
14：00～ 

「スプーンおばさん： 
おもちゃの大スター　他」 

おはなし会 

10月15日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
11月2日（水） 
11：00～ 

１０月２９日（土）１０：００～１４：３０ 
☆おはなし会　☆かたりべ 
☆紙芝居　　　☆人形劇 
☆福・福・ボランティア会による手品 
☆綿菓子やポップコーン、バザーなど 

11月3日（第１木）休館（資料整理日） 

３ 

写真で各地の屋台文化を紹介しています。 

ギャラリーで　１０月３０日まで 

●文化センター行事予定（10／22～11／21） 

神崎学園 

日時：１０月２７日（木）１０：００～１２：００　専門講座 

　　　　　　　　　１３：２０～１６：００　親睦運動会 

　　　１１月１０日（木）１３：２０～１５：２０　専門講座 

　　　１１月１７日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
 

福寿学園 

日時：１０月２７日（木）１３：２０～１６：００　親睦運動会 

　　　１１月１０日（木）１０：００～１２：００　専門講座 

　　　１１月１７日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
 

老人大学一般教養講座（公開講座） 

日時：１１月２０日（日）１３：２０～１５：００ 

演題：日々　心ゆたかに 

講師：兵庫県高齢者放送大学 

　　　　元学長　藤井義正さん 

＊上記公開講座は、一般の方も参加していただけ

　ます。どうぞ、お越しください。 

　９月１０日（土）、文化センターで「第３１回福崎

町子ども会少年少女将棋大会」が開催されました。 

　福崎町の小学生９人が参加し、低学年・高学年

の部に分かれ、盤上で熱い戦いを繰り広げました。 

　この大会での各部上位４人は、１１月６日に兵

庫県立西播磨文化会館で行われる「第４回中播磨・

西播磨合同子ども会少年少女将棋大会」に出場し

ます。 

　成績は次のとおり。 

第３１回福崎町子ども会　　　 
　　　少年少女将棋大会開催 
第３１回福崎町子ども会　　　 
　　　少年少女将棋大会開催 

　【低学年の部】 

優　勝　上田　輝 

準優勝　竹元歓節 

　【高学年の部】 

優　勝　竹元彰宏 

準優勝　岡本一成 



４ 

１１ 
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文化講演会 文化講演会 

日時　11月5日（土）　15：30～ 
場所　文化センター　大ホール 
講師　弁護士　住田裕子さん 
演題　「輝くあなたへ」 
入場料　無料 
〈講師プロフィール〉 
　兵庫県加古川市出身。東京大学法学部卒業後、昭和
５４年、東京地検検事任官。昭和６２年に法務省民事局
付検事（女性初）、平成２年に法務大臣秘書官（全省
庁初の女性）に就任。平成８年弁護士登録。現在、
NPO長寿安心会の代表として長寿社会の安全安心な
社会づくりと東日本大震災の復興支援のために奮闘中。 
問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

１１ 
６ 
第1回 
食育推進大会 
第1回 
食育推進大会 

日時　11月6日（日） 
　　　　13：20～15：30 
場所　エルデホール　メインホール 
内容　・食育標語表彰式 
　　　・講演会 
演題　「育み　はぐくまれ」 
　　　～いただきますとごちそうさまに心をこめて～ 
講師　ことのは語り　木村まさ子さん 
〈講師プロフィール〉 
　心と体にやさしい料理を提供するレストラン経営の
体験から、いのちをいただくことを意識して食べるこ
との大切さ、また、２人の息子の子育て体験から、母
親が心に届く言葉（ことのは）を子どもに語りかける
ことが、いかに大切かを伝えている。 

日時　10月22日（土）・23日（日）　10:10～20:00 
内容　フリーマーケット・ステージ企画・福祉物産店・
　　　福祉車輌店・学生LIVE・柳田國男講演会 
　　　などなど…いっぱいあります!!  
〈芸能公演〉両日無料 
22日…お笑いLIVE　 
　　　　矢野・兵頭★ミサイルマン　13:00～14:30 
　　　　ダイアン★ソーセージ　　　16:50～17:50 
23日…トークショー＆ファッションショー 
　　　　モデル★SORA　14:25～15:40 
問い合わせ先　近畿医療福祉大学　播彩祭実行委員会
　　　　　　　（　・FAX ２２－６９４０） 

１０ 
２２ 
１０ 
２３ ・ 

近畿医療福祉大学 

第１２回　播彩祭 
～Good　time～ 

近畿医療福祉大学 

第１２回　播彩祭 
～Good　time～ 

ばんざいさい 

開催日　11月5日（土）・6日（日） 
会　場　文化センター・エルデホール・第１体育館他 
 

　　　　　11月5日（土）9：00～15：00 
展示即売会、福引大会、祭カレンダーの販売、もち
むぎ料理等の販売、ふれあいミニ動物園、ステージ
イベントなど 
 

　　　　　11月5日（土）・6日（日） 
　公民館クラブ活動展・自慢の味コーナー 
（11／5）文化講演会、郵便局展、ステージイベント
　など 
（11／6）公民館クラブ活動発表会、イングリッシュ
　フェスティバル、中播磨レクリエーション大会、フ
　リーマーケット、食育推進大会など 
 
　　　　　　　　　　　11月6日（日） 
問い合わせ先　福崎町教育委員会　社会教育課 
　　　　　　　（内線256） 

産 業 祭 

文 化 祭 

JAふれあいコーナー 

新しい豊かさを築く 
ふるさとづくりの ふるさとまつり 

第３８回福崎秋まつり 

新しい豊かさを築く 
ふるさとづくりの ふるさとまつり 

第３８回福崎秋まつり 
１１ 
５ 
１１ 
６ ・ 

日　時　１１月６日（日）９：００～１６：００ 
　　　　受付８：００～８：４５　搬入８：００～８：５０ 
場　所　エルデホール（イベント広場） 
１区画　間口３.６m×奥行３.６m（７.２m×３.６mテントの半分利用） 
区画数　約３０区画 
出展費　無料（ただし１出店１区画） 
締切日　定員になり次第 
申込方法　教育委員会窓口備え付けの申込用紙に必要事項
を記入のうえ、提出してください。（FAX・郵送も可） 

（申請用紙は、福崎町ホームページからもプリントアウトできます。） 
問い合わせ先　福崎町教育委員会　社会教育課（内線２５６） 

雨天決
行 

　商工会では、今年も産業祭を開催し、ステージイベ
ントに出演してくださる元気で明るい個人やグループ
などを募集します。ふるってご応募ください。 
開催日　１１月５日（土）雨天決行 
出演時間　１０：００～１５：００の間で割振り 
会　場　エルデホール　野外ステージ 
応募方法　商工会窓口備え付けの申込用紙に必要事項
を記入のうえ、FAX・郵送またはご持参ください。
商工会のホームページ（http://www.fukusaki.or.jp）
からもプリントアウトできます。） 
締切日　１０月２０日（木）必着（応募者多数の場合は抽選） 
応募先　福崎町商工会　〒６７９－２２１２　福崎町福田１１６－１ 
　　　　　２２－０５５８　FAX２２－４３５４ 
応募内容　野外ステージ出演者（ダンス、吹奏楽、太
鼓、大道芸、よさこいなど） 
問い合わせ先　福崎町商工会（　２２－０５５８） 

体験学習・教室・イベント開催者募集！ 



近畿医療福祉大学 
公開講座 
近畿医療福祉大学 
公開講座 

　「大災害！その時どうする？ ―心の準備・物の準備―」
をテーマに、公開講座を行います。（受講料無料） 
 
 
 
 
 
場　所　近畿医療福祉大学　講義室（A棟７１０１教室） 
時　間　１１：００～１２：００（受付１０：３０～） 
定　員　各１００人 
アクセス　福崎駅からスクールバス利用可（無料）　 
　　　　　町内送迎バス有（無料・予約制） 
　　　　　駐車場利用可 
申込方法　電話、FAXまたはメールで、参加希望日・
　　　　参加人数および交通手段をご連絡ください。 
問い合わせ先　近畿医療福祉大学　教学課学生係 
　　　　　　　　２２－５１２５　FAX ２２－６９４１ 
　　　　　　　Ｅメール gakuseibu@sw.kinwu.ac.jp

１１ 
４ 
１２ 
２ ～ 

日　程 
１１月４日（金） 
１１月１１日（金） 
１１月１８日（金） 
１２月２日（金） 

講　師 
打田信彦 
勝田吉彰 
吉森　恵 
藤田美知枝 

 
東日本大震災と子どもの育ち 
災害時のメンタルヘルス 
災害時、何が起きて、何に困る？ 
生きている・からだのしくみ 

テーマ 

５ 

みんなで参加しよう！ 

１１ 
２３ 

　福崎町の豊かな自然と歴史が調和した自然歩道を散
策し、深まりゆく秋の１日を過ごしませんか。 
①應聖寺や金剛城寺などを巡る「のんびりファミリー
コース（約９㎞）」 
②七種山周辺などを巡る「ファミリーコース（約１４㎞）」 
③七種の滝などを巡る「健脚コース（約２０㎞）」の３
コースがあります。 
 ご家族、お友だちなどお誘い合わせのうえ、ぜひ、
ご参加ください。 
日　　時　１１月２３日（水・祝）８：００受付開始 
集合場所　近畿医療福祉大学キャンパス（小雨決行） 
参 加 費　２００円 
参加対象　健康な状態で参加できる人（幼稚園児以下

は保護者同伴） 
申 込 先　住民生活課（内線３７３）　FAX２２－５９８０ 
申込期間　１０月２０日（木）～１１月１１日（金） 
主　　催　福崎町・福崎町自然保護審議会 

〈第22回〉 

　福崎町観光協会では、銀の馬車道リレーイベントと
して、福崎町山の会のメンバーの同行のもと、七種の
滝などの名勝を巡るハイキングを開催します。絶好の
登山シーズンを迎えた七種山のハイキングに、ぜひご
参加ください。 
日　　時　１０月２２日（土） 
　　　　　９：５０～（受付９：３０～　終了予定１５：００） 

※前日１９時における当日午前・午後いずれかの降水確率が
５０％以上（NHK総合テレビ）の場合は中止 

集合場所　青少年野外活動センター 
コ ー ス　①七種山登山コース（約９ｋｍ） 
　　　　　②七種の滝周遊コース（約７ｋｍ） 
定　　員　先着１００人（①②コース計・要事前申込） 
参 加 費　無料（食料・飲料は各自で用意） 
申し込み・問い合わせ先 
　福崎町観光協会（産業課内・内線３９４） 

１０ 
２２ 

七種山ハイキング 七種山ハイキング 

★エルデホール催物のご案内★ 

■出演／ニッキ・パロット＆カルテット＋スペ
　シャル・ゲスト　スコット・ハミルトン（Ts） 
■開演／１９：００（開場１８：３０） 
■入場料／大人３,５００円　高校生以下２,５００円 
　　　　（当日各５００円増）【全席自由】 
☆ニッキ・パロットはベースを弾きな
がら歌うシンガーです。２００７年のアル
バム「ムーン・リヴァー」が評判になり、
スウィング・ジャーナル誌のジャズ・

ディスク大賞を受賞しました。今回の来日はテナーサッ
クス界の大御所スコット・ハミルトンとの共演です。秋
の夜にエルデホールでジャズのひとときを、お楽しみく
ださい。 

11月12日（土） 11月の催し 

チケット好評発売中！ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【１０月の休館日】６日・１１日・１３日・２０日・２７日・２８日 
　【１１月の休館日】３日・１０日・１７日・２４日・２５日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

エルデジャズフェスティバル 

■出演／中西圭三 
■開演／１６：００（開場１５：３０） 
■入場料／大人３,０００円　高校生以下１,５００円 
　　　　（当日各５００円増）【全席自由】 
☆「Zoo」や「Exile」の「Choo Choo 
Train」をソングライティングした、
中西圭三さんのコンサートです。また
自らの曲「Woman」のヒットでもおな
じみです。類まれな歌唱力を持つシン

ガーとして９０年代に一時代を築いたアーティストの心ふ
るわす熱唱をどうぞお楽しみに♪ 

10月16日（日） 

チケット好評発売中！ 

10月の催し 

「中西圭三」 エルデ 
アコースティックライブ2011



地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得割交付金 
地 方 消 費 税 交 付 金  
ゴルフ場利用税交付金 
自 動 車 取 得 税 交 付 金  
地 方 特 例 交 付 金  
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分 担 金 及 び 負 担 金  
使 用 料 及 び 手 数 料  
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
町 債  

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 
⑮ 
⑯ 
⑰ 
⑱ 
⑲ 
⑳ 

8,776万9,061円 
970万5,000円 
624万3,000円 
208万2,000円 

2億3,161万4,000円 
2,620万7,917円 
2,897万9,000円 
3,362万3,000円 

11億1,393万5,000円 
407万8,000円 

2億8,643万6,648円 
1億　39万6,322円 
7億4,974万2,702円 
3億9,759万5,838円 
1,726万1,724円 
677万5,725円 

4,401万　760円 
2億2,788万1,161円 
3億7,790万9,646円 
7億4,389万5,000円 

（1.1％） 
（0.1％） 
（0.1％） 
（0.0％） 
（3.0％） 
（0.3％） 
（0.4％） 
（0.4％） 
（14.5％） 
（0.1％） 
（3.7％） 
（1.3％） 
（9.8％） 
（5.2％） 
（0.2％） 
（0.1％） 
（0.6％） 
（3.0％） 
（4.9％） 
（9.7％） 

町 税 の 内 訳 

町　民　税 

固定資産税 

軽自動車税 

町たばこ税 

特別土地保有税 

合　　　計 

12億4,666万7,553円 

17億7,547万3,696円 

4,212万9,500円 

1億2,717万9,700円 

50,000円 

31億9,150万　449円 

町民１人当たりに納めていただいたお金は162,459円でした 

入ったお金（歳入） 

耐震化が完了した福崎東中学校 整備が進む町道駅南幹線 

　平成２２年度の一般会計と特別会計の決算がまとまりました。 
　町の予算は、みなさんに納めていただいている税金や国・県からの補助金などによって運営されています。この
１年間にどのくらいお金が入り、どのように使われたかを一般会計を中心にお知らせします。 
　平成２２年度の一般会計の決算は、歳入総額７６億８,７６４万１,９５３円、歳出総額７４億８,２８４万８,９１１円で歳入歳出差引額は
２億４７９万３,０４２円になりますが、ここから２３年度へ繰り越した事業に必要な経費１,０２３万円を差し引いて１億９,４５６万
３,０４２円の実質収支となり、実質単年度収支は４億９,８３１万４,１３１円で、過去に例のない大幅な黒字決算となりました。 
　決算にあたり、８月１７日から２３日までの５日間は監査委員の審査を、９月１３日から１５日までの３日間は議会決
算審査特別委員会の審査を受けました。 

90,378円 63,460円 6,474円 2,144円 3円 

※町民１人当たりは、平成23年3月31日の総人口19,645人で割ったものです。 

特
別
土
地
保
有
税 

固定資産税 町民税 町たばこ税 軽自動車税 

６ 

① 
② 

④ ⑥ ⑦ 

⑨ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑰ 

⑮ 
⑯ ⑱ 

⑲ 

⑳ 

⑧ 

⑤ 
③ 

⑩ 

町　税 
31億9,150万449円 

（41.5％） 

歳入総額 
76億8,764万　 
　　　1,953円 



町民１人当たりに使われたお金は380,903円でした 
民生費 

104,956円 

公債費 

48,504円 

教育費 

54,848円 

総務費 

50,227円 

衛生費 

30,600円 

土木費 

31,288円 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

災 害 復 旧 費  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

1億　889万4,372円 

9億8,670万6,857円 

20億6,185万5,660円 

6億　113万　360円 

4億6,652万　835円 

3億　155万2,707円 

6億1,466万1,485円 

3億　234万8,341円 

9億5,286万1,028円 

10億7,749万6,216円 

882万1,050円 

（1.5％） 

（13.2％） 

（27.6％） 

（8.0％） 

（6.2％） 

（4.0％） 

（8.2％） 

（4.1％） 

（12.7％） 

（14.4％） 

（0.1％） 

使ったお金（歳出） 

農林水産業費 

消防費 

商工費 

議会費 

災害復旧費 

23,747円 

15,391円 

15,350円 

5,543円 

449円 

平成22年度 

福崎町の がまとまりました 

●　平成22年度　一般会計及び特別会計　決算　● 
（単位：円） 

会　　計　　名 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

老人保健事業特別会計  

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計  

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

計 

歳　入　額 

7,687,641,953 

1,845,345,458 

10,415,155 

197,855,586 

1,196,406,908 

258,396,444 

1,703,585,675 

12,899,647,179

歳　出　額 

7,482,848,911 

1,836,389,295 

10,415,155 

194,899,423 

1,183,834,177 

258,396,444 

1,684,948,675 

12,651,732,080

差 引 残 額 

204,793,042 

8,956,163 

0 

2,956,163 

12,572,731 

0 

18,637,000 

247,915,099

歳出総額 
74億8,284万　 
　　　8,911円 

① 

② 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 

⑤ 

③ 

⑩ 

⑪ 

三木家住宅厩の解体工事のようす 
うまや 

７ 



決算の分析から見るまちの財政状況 

Ⅰ．普通会計地方財政状況調査 
　総務省の基準にもとづいて、普通会計（介護施設分を除く一般会計）の財政状況を分析した地方財政状
況調査から、この５年間の決算額の推移をまとめました。 

　決算総額は、歳入・歳出ともに国・県の
施策や投資的事業の状況により大きく変
動します。平成２２年度は、子ども手当の支
給や小・中学校の耐震補強、臨時経済対策
事業などにより、決算総額は約２億３０７０万
円の増となりました。収入項目ごとにみる
と、町税は個人町民税が景気低迷の影響
を受け減収となりましたが、法人町民税の
税割は景気回復基調を受け大幅な増収と
なり、町税全体で６８００万円増加しました。
地方交付税は、普通交付税の算定において、
税収の落ち込みや下水道費等の個別算定
経費の伸び等により約２億７３０万円増加し
ました。 
　借金である地方債は、投資的事業費等
によって増減しますが、この５年間では、平
成１８年度は八千種小学校体育館、防災行
政無線デジタル化事業によって多かった
ものの、平成１９年度以降、投資的事業は減
少しています。一方で、交付税の財源不足
分を特例地方債で補てんする臨時財政対
策債が、前年と比較して、平成２１年度は 
１億１３７０万円の増、平成２２年度は２億１０８０
万円の増となったため、地方債の発行額
は３年連続で増加しています。 

（1）歳入の推移 （単位：千円） 

項 目  

町 税  

地方交付税 

地方譲与税等 

国庫支出金 

県 支 出 金  

地 方 債  

そ の 他  

歳 入 合 計  

平成19年度 

3,344,508 

665,178 

480,033 

303,584 

321,915 

447,852 

998,456 

6,561,526

平成20年度 

3,393,383 

766,446 

467,484 

355,409 

346,896 

581,816 

1,061,107 

6,972,541

平成21年度 

3,123,483 

891,356 

448,759 

951,336 

405,233 

643,652 

984,251 

7,448,070

平成22年度 

3,191,501 

1,113,935 

430,301 

748,811 

400,280 

743,895 

1,050,046 

7,678,769

平成18年度 

3,072,629 

497,209 

706,013 

244,318 

290,470 

856,900 

1,151,717 

6,819,256

　歳出項目をその性質別にみると、人件
費は給与費や職員採用の抑制によって減
少してきています。一方、扶助費は子ども
手当の支給により大幅に増加し、高齢化の
進展や、子育て支援のための中学校３年生
までの医療費の無料化などによっても増
加しています。地方債に対する償還金で
ある公債費は１億９８４０万円の繰上償還を
行いました。 
　投資的経費は、小・中学校の耐震補強な
どにより増加しましたが、公共下水道事業
を重点的に推進していることや、扶助費、
公債費など義務的経費の増加などにより、
事業を厳しく選択せざるを得ない状況が
続いています。 
　平成２２年度は、補助費等は定額給付金
が２１年度限りの事業であったことから大
きく減少しており、その他の経費のうち、
その他が大きく増加しているのは、将来に
備え３億６３０万円を財政調整基金に積み
立てたためです。 

（2）歳出の推移（性質別歳出） （単位：千円） 

平成18年度 
2,771,328 
1,393,001 
552,384 
825,943 
903,604 

2,936,150 
972,674 

1,009,110 
699,061 
255,305 

6,611,082

平成19年度 
2,776,414 
1,331,009 
609,020 
836,385 
513,454 

3,107,500 
960,265 

1,130,363 
792,763 
224,109 

6,397,368

平成20年度 
2,854,082 
1,326,782 
644,957 
882,343 
728,643 

3,239,403 
952,312 

1,126,435 
815,437 
345,219 

6,822,128

平成21年度 
2,837,394 
1,288,885 
679,849 
868,660 
658,351 

3,724,444 
1,180,349 
1,462,598 
816,021 
265,476 

7,220,189

平成22年度 
3,287,295 
1,284,014 
931,618 

1,071,663 
758,914 

3,427,767 
1,051,575 
971,746 
869,413 
535,033 

7,473,976

項　　目 
義 務 的 経 費 

投資的経費 
その他の経費 

歳　出　合　計 

人　件　費 

物　件　費 
補 助 費 等 
繰　出　金 
そ　の　他 

扶　助　費 
公　債　費 

（単位：億円） 

0
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平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

その他 

繰出金 

補助費等 

物件費 

投資的経費 

公債費 

扶助費 

人件費 

（単位：億円） 

0
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40

50

60

70

80

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

その他 

地方債 

県支出金 

国庫支出金 

地方譲与税等 

地方交付税 

町税 

８ 



◆基金の概要 
　財政調整基金 
予測できない収入の減少や支出の増
加に備えて積み立てておく基金です。 

　特定目的基金 
福崎浄化センター環境整備、農業農
村活性化、福祉など、特定目的のた
めに積み立てておく基金です。 

　定額運用基金 
土地開発基金や用品調達基金など、
定額の資金で事業や事務を運営する
基金です。 

 
　基金総額は、農業農村活性化、福祉基
金などを特定目的のために取り崩してき
たことや、平成１８年度から平成２０年度
まで毎年財政調整基金を取り崩したこと
によって、年々減少してきましたが、平
成２２年度は財政調整基金に３億６３０万円
を積み立てたため大幅に増加しました。 

（3）基金残高の推移 （単位：百万円） 

平成18年度 

1,989 

761 

519 

709

99,342 97,318 93,652 94,727 109,494

平成19年度 

1,942 

735 

498 

709

平成20年度 

1,859 

678 

472 

709

平成21年度 

1,870 

694 

467 

709

平成22年度 

2,151 

1,000 

443 

708

区　　分 

基　金　残　高 

１人当たり基金残高（円） 

財政調整基金 

特定目的基金 

定額運用基金 

※各年度末基金残高／３月３１日現在総人口 

◆地方債の概要 
　地方債は、公共施設の建設など、一時
的にたくさんのお金が必要な場合に借入
するもので、次年度以降、償還していき
ます。償還に対して地方交付税で措置さ
れるものもありますが、地方債残高が多
くなれば次年度以降の償還金が大きくな
り、財政を圧迫していく要因となります。
一般会計では、平成１８年度をピークに地
方債残高が減少し、さらに臨時財政対策
債など、今後普通交付税に算入される地
方債の割合が高くなっています。一方、
下水道会計は、公共下水道事業の推進に
より地方債残高が増加しており、今後も
公共下水道を中心に基盤整備を推進して
いくため、しばらくの間は将来世代の負
担が大きくなっていきます。 

（4）地方債残高の推移（全会計） （単位：百万円） 

平成18年度 

10,011 

7,985 

317 

18,313

914,467 964,085 1,010,174 1,033,129 1,053,652

平成19年度 

9,789 

9,158 

294 

19,241

平成20年度 

9,640 

10,141 

271 

20,052

平成21年度 

9,556 

10,594 

245 

20,395

平成22年度 

9,360 

11,108 

231 

20,699

一　般　会　計 

区　　分 

下 水 道 会 計 

水　道　会　計 

合　　　　　計 

１人当たり地方債残高（円） 

※各年度末地方債残高／３月３１日現在総人口 
 

（単位：百万円） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

水道会計 

下水道会計 

一般会計 

8,000

18,000

0

10,000

20,000

2,000

12,000

22,000

4,000

14,000

6,000

16,000

7,985

271

10,141

9,640

245

10,594

9,556

231

11,108

9,360

317
294

7,985 9,158

9,78910,011

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（単位：百万円） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

定額運用基金 

特定目的基金 

財政調整基金 

735

498 472

678

709

467

694
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709
709709

443

1,000

708
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Ⅱ．健全化判断比率及び資金不足比率の算定結果について 

1．健全化判断比率について 
（1）実質赤字比率 
　一般会計等を対象とした実質赤字額の、標準財政
規模（人口、面積等から算定する当該団体の標準的
な一般財源の規模）に対する比率であり、これが生
じた場合には赤字の早期解消を図る必要があります。 
 
（3）実質公債費比率 
　一般会計等が負担する元利償還金などの、標準財
政規模に対する比率です。この数値は、健全化判断
比率とともに地方債許可基準としても用いられ、１８
％を超えると起債の許可が必要となり、２５％を超え
ると一部の起債発行が制限されます。 

2．各公営企業の資金不足比率について 
　資金不足比率は、各公営企業ごとの資金不足額の、
事業の規模に対する比率であり、経営健全化基準 
（２０％）以上となった場合には、経営健全化計画を
定めなければなりません。 

 
（2）連結実質赤字比率 
　公営企業会計を含む全会計を対象とした実質赤字
額（または資金不足額）の、標準財政規模に対する
比率であり、これが生じた場合には問題のある赤字
会計が存在することとなり、赤字の早期解消を図る
必要があります。 
 
（4）将来負担比率 
　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の、標
準財政規模に対する比率であり、これらの負債が将
来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すスト
ック指標です。この比率が高い場合、将来これらの
負担額を実際に支払う必要があることから、今後の
財政運営が圧迫されるなどの問題が生じる可能性が
高くなります。 

健全化判断比率 平成２２年度決算 

実 質 赤 字 比 率  

連 結 実 質 赤 字 比 率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

－ 

－ 

15.0 

152.9

－ 

－ 

－ 

－ 

早期健全化基準 
経営健全化基準 

15.00 

20.00 

25.0 

350.0

20.00 

20.00 

20.00 

20.00

財政再生基準 備　　考 

20.00 

35.00 

35.0

 

 

（前年比▲1.3％） 

（前年比▲28.1％） 

水 道 事 業 会 計  

工 業 用 水 道 会 計  

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

資
金
不
足
比
率 

○平成２２年度決算にもとづき、
健全化判断比率を算定しまし
た。実質赤字比率、連結実質
赤字比率については、ともに
黒字決算であり該当しません。
また、実質公債費比率は１５.０
％、将来負担比率は１５２.９％
となり、いずれも早期健全化
基準を下回りました。 
○各公営企業会計における「資
金不足比率」については、平
成２２年度決算において資金不
足を生じた公営企業はないた
め、該当しません。 

１０ 

フェニックス共済 
兵庫県住宅再建共済制度 

公益財団法人　兵庫県住宅再建共済基金　℡０７８-３６２-９４００　　http://web.pref.hyogo.jp/wd34/phoenixkyosai.html

阪神・淡路大震災の教訓を生かした助け合いの制度 

地震・台風・洪水・落雷など 
あらゆる自然災害に対応 

住宅をお持ちの方の 住宅再建共済制度 
年額5,000円で 

最大600万円の給付！ 
※市町が発行するり災証明書で半壊以上の設定に限ります 

住宅にお住まいの方の 家財再建共済制度 
年額1,500円で 

最大50万円の給付！ 
※市町が発行するり災証明書で床上浸水以上の認定に限ります 

賃貸、借家に 
お住まいの方も 
入れます！ 

（単位：％） 



町
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
！ 

「
福
崎
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

１１ 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
、

聞
き
た
い
こ
と
を
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選

ん
で
い
た
だ
き
、
町
民
の
み
な
さ
ん

が
主
催
す
る
会
場（
町
内
に
限
る
）に
、

町
職
員
が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
。 

　
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て

い
る
１０
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

３０
分
ま
で
の
間
で
、
２
時
間
以
内
と

し
ま
す
。
な
お
、
開
催
日
は
、
年
末

年
始
・
盆
を
除
き
、
平
日
・
休
日
を

問
い
ま
せ
ん
。 

　
代
表
者
は
開
催
し
よ
う
と
す
る
日

の
１４
日
前
ま
で
に
申
込
書
を
役
場
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

担
当
課
と
調
整
の
う
え
、
代
表
者
に

通
知
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
総
務
課（
内
線
２
２
１
）

ま
で
お

問
い
合

わ
せ
く

だ
さ
い
。 

１. わがまちガイド 
　　町の施設をご案内！ 

２. 通訳派遣（英語） 
　　英語の通訳を派遣します 

３. 選挙制度 
　　町長選挙、町議会議員選挙のしくみ 

７. 私たちの税金 
　　町税のしくみ 

８. 住民税について 
　　町県民税の賦課について 

９. 申告について 
　　確定申告の書き方について 

16. 国保を正しく知ろう 
　　国民健康保険制度の概要について 

17. 医療制度について 
　　医療制度（後期高齢者医療制 

　　度含む）はどう変わったの？ 
18. 介護保険ってなあに？ 
　　介護保険制度について 

19. このまちでいつまでも自分らしく 
　 暮らすコツ（介護予防のはなし） 
　　介護予防サービスの紹介や高齢者 

　　の自立を支援する方法について 

20. 心と体の健康づくり講座 
　　乳幼児から高齢者まで各世代における 

　　健康づくりについて 

21. みんなで食育 
　　福崎町食育推進計画について 

38. 議会の概要 
　　議員数、議会活動、委員会活動 

39. 議会の傍聴 
　　傍聴手続き 

40. 請願と陳情 
　　請願手続きと陳情 

41. 水と生活 
　　水を使ううえでの心がけについて 

42. 水道水のできるまで 
　　福崎町の水道のしくみについて 

52. エンジョイ、ニュースポーツ（高齢者編） 
　　グラウンドゴルフ、ペタンク、ミニトラ 

　　ンポリンなど 

53. エンジョイ、ニュースポーツ（一般編） 
　　ソフトバレーボール、インディアカ、 

　　ターゲットバードゴルフ等 

48. 学ぼう集う文化センター 
　　各種講座の案内、施設の見学 

４. 私のまちの家計簿 
　　福崎町の財政状況について 

５. まちの将来のすがた 
　　福崎町総合計画について 

６. 統計から見るまちのすがた 
　　各種統計で比較した福崎町のすがた 

43. 学校ＥＮＧＬＩＳＨ（イングリッシュ） 
　　ＡＬＴ（小・中学校英語指導補助員）の活用に 

　　よる国際理解 

44. 学校教育のあれこれ 
　　就学援助制度・教育事業の紹介、Ｑ＆Ａ 

45. 文化めぐりin福崎町 
　　地元の文化財、文化施設、人物などをいっ 

　　しょに検証する 

46. 大地に埋もれた歴史 
　　考古資料を使って、身近な歴史を見る・触れる・ 

　　考えることによって分かりやすく理解する 

47. みんなで考えよう人権と青少年問題 
　　ともに明るく生きる社会をめざして！ 

54. 歴史を体験しよう 
　　まが玉づくり、土器づくり、草木染め等の 

　　体験講座 

55. 古代食を作ろう 
　　縄文クッキー、万葉食等の古代食を作って食べる 

　　ことにより、古代人の知恵と工夫を学びます 

56. 柳田國男とその兄弟 
　　柳田國男と松岡家の功績を紹介する 

49. おはなし会 
　　地域の民話や伝承を、手づくりの紙芝居 

　　や語りで行う 

50. 図書館を楽しもう 
　　図書館を見学してもらい、いろいろな楽 

　　しみ方・利用方法などを紹介する 

51. エルデホールってどんなところ？ 
　　ホール内の施設案内・見学をしてもらい、 

　　ホールを身近に感じてもらう 

28. 悪質商法にご用心 
　　悪質商法の手口、対処方法について 

29. 道路管理について 
　　道路の維持修繕対策・交通安全対策・占用と許可など 

30. 道路事業・計画について 
　　幹線道路の調査、計画から完成までの道路事業の流れ、進め方 

31. 河川利用と河川の役割について 
　　治水・利水・環境に関する河川の役割と河川の利用について説明 

32. 公共事業の用地買収について 
　　公共事業用地取得における考え方と流れなど 

33. 都市計画のはなし 
　　福崎町の都市計画について 

34. 住民参加のまちづくり 
　　まちづくり手法・事例について 

35. 建築物の安全性について 
　　家を建てるときに注意するべきことについて紹介、建 

　　築基準法の趣旨及び簡易耐震診断、耐震改修促進事業 

　　の説明 

36. 福崎町生活排水処理計画 
　　管内図により説明 

37. 公共下水道のはなし 
　　下水道の役割・すすめ方について 

10. 住民基本台帳、戸籍のはなし 
　　住基、戸籍の届出について 

11. 町営（公営）住宅の管理と運営 
　　入居基準、管理基準等について 

12. 国民年金のしくみ 
　　簡単なしくみの説明 

13. ごみの分別とごみの行方 
　　出されたごみがどのように処理され、または 

　　分別されてリサイクルされているのか 

14. 環境にいい暮らし方 
　　循環型社会をめざした生活様式について 

15. 大雨･地震への備え 
　　地域防災の強化のために 

22. 福崎町の特産「もちむぎ麺」 
　　もちむぎ麺をはじめとするもちむ 

　　ぎ商品等のＰＲともち麦の説明 

23. ふくさきの農林業 
　　福崎町の農林業の現状 

24. ほ場整備とむらづくり 
　　集落営農組織と農地の基盤整備 

　　をむすびつけ、むらづくりに発展 

25. 土地のはなし 
　　土地の沿革、地租改正から地籍調 

　　査、里道・水路 

26. 土地改良施設管理 
　　ため池･井堰・農業用水路等の管理 

27. 福崎町の観光 
　　福崎町の観光資源や歳時記について 

せき 

NEW

NEW



１２ 

第75話 

　
史
料
の
中
の
文
政
６
年
（
１
８

２
３
）
１
月
「
諸
御
用
日
記
」
を

素
材
に
、
大
庄
屋
三
木
家
の
職
務

に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
職
務
は
、

い
わ
ば
代
官
と
村
々
と
の
間
の
仲

介
業
務
で
し
た
が
、
今
回
は
大
庄

屋
三
木
藤
作
が
村
々
を
直
接
支
配

す
る
側
面
を
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
文
政
６
年
３
月
４
日

に
、
博
労
（
牛
馬
の
売
買
・
仲
介

を
業
と
す
る
人
）
で
あ
る
山
崎
組

西
治
村
（
福
崎
町
）
の
徳
右
衛
門

他
４
名
が
辻
川
大
庄
屋
所
に
対
し
、

無
許
可
の
者
を
下
博
労
な
ど
と
称

し
て
、
彼
ら
に
牛
の
売
買
を
さ
せ

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
と
誓

っ
た
文
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

　
姫
路
藩
は
無
許
可
の
者
が
牛
の

売
買
に
携
わ
る
こ
と
を
禁
止
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
守
ら
な
か

っ
た
博
労
ら
を
藤
作
が
召
喚
し
た

上
で
と
が
め
、
右
の
文
書
を
提
出

さ
せ
た
の
で
す
。 

　
同
日
に
は
、
山
崎
組
野
田
村 

（
姫
路
市
香
寺
町
）
に
住
む
、
徳

右
衛
門
の
せ
が
れ
、
徳
七
と
い
う

人
物
も
辻
川
大
庄
屋
所
へ
文
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

こ
れ
ま
で
博
労
の
よ
う
に
牛
売
買

に
携
わ
っ
て
い
た
た
め
、
藤
作
に

召
し
出
さ
れ
た
上
で
厳
し
く
と
が

め
ら
れ
、
一
言
の
申
し
開
き
も
な

い
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
彼
は
既
述
の
下
博
労
と
い
う

わ
け
で
す
。
彼
も
ま
た
、
藤
作
に

よ
っ
て
、
今
後
は
牛
の
売
買
に
携

わ
ら
な
い
こ
と
を
誓
わ
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。 

　
な
お
、
山
崎
組
は
辻
川
組
に
隣

接
す
る
、
大
庄
屋
が
職
務
を
果
た

す
た
め
の
範
囲
で
す
が
、
当
時
は

藤
作
が
同
組
の
大
庄
屋
も
兼
任
し

て
い
た
の
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
藤
作
は
辻
川
組

の
み
な
ら
ず
、
山
崎
組
を
も
管
轄

範
囲
と
し
、
村
々
の
取
り
締
ま
り

に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。 

　
そ
の
他
、
藤
作
は
事
件
の
吟
味

や
、
裁
判
ま
で
も
行
っ
て
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
す
。 

し
ょ
ご
よ
う 

ば
く
ろ
う 

　いずみ会(食生活改善推進員)では、食育推進の取り組み
として、夏休みに小学生対象に「食の思い出づくり料理教

室」を開催しました。約６０人の参加があり、毎回楽しく有意義に過ごせました。 
　１回目は“ガトーレヴェイユ”、２回目は“ハロウィン”、３回目は“むのじじょ
う”と町内のパティシエさんにプロのお菓子づくりを教えていただきました。４
回目は｢キッズふれあい喫茶｣をオープンし、子どもたちが作ったクレープやケー
キ、クッキーで１００人あまりのお客様をおもてなししました。慣れないこともあ
って、初めは緊張していた子どもたちもお客さんの温かさにふれ、次第に楽しく
なってきたようでした。 
　子どもたちの感想に、「お客さんが“ありがとう”とか“おいしかったよ”などの
言葉をかけてくれるのがとても嬉しかったです。」「今まで、食べ物を作ってく
れる人のことをあまり気にしてなかったけど、人に食べてもらうものを作るのは
とても大変！すごいな－と思った。」など。子どもたちそれぞれに食への関心を
深めてくれたようです。 
　私たちいずみ会は子どもたちの健やかな成長を願いこれからも食育活動の輪を
広げていきたいと思います。 

いずみ会の食育の取り組み 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

大
庄
屋
三
木
家
の
職
務
③
　
学
術
推
進
研
究
員
　
山
　
善
弘 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

〜
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
報
告
〜 

▲諸御用日記 

歴史民俗資料館特別展 

　今年８月、福崎町では柳田國男５０年祭を開催しま
した。そしてこの秋、歴史民俗資料館では特別展を
開催します。本展では、國男が幼い頃を過ごし民俗
学への基礎を養う場所であったとされる三木家との
関わりを中心に、近代福崎の文化発展と、國男をめ
ぐる足跡をたどります。 

会　期　１０月２２日（土）～１１月２３日（水・祝） 
　　　　９：００～１６：３０ 
休館日　月曜日、祝日の翌日 
入館料　無料 
問い合わせ先　歴史民俗資料館（　２２－５６９９） 

｢夏休み　食の思い出　 
　づくり料理教室｣開催 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
釣
竿
を
釣
具
店
で
購
入
し
た
。

家
に
帰
っ
て
、
釣
竿
に
糸
を
通
し

て
し
な
り
具
合
を
み
て
い
た
ら
、

竿
に
ひ
び
が
入
り
折
れ
て
し
ま
っ

た
。
原
因
を
調
べ
て
ほ
し
い
。 

（
３０
歳
代
男
性
） 
 〔

処
理
〕 

　
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、

同
じ
よ
う
な
苦
情
が
入
っ
て
い
る

た
め
調
査
中
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
調
査
の
結
果
、
「
ソ
リ
ッ
ド
部

の
素
材
に
お
い
て
強
度
が
不
足
し

た
も
の
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
対
象
商
品
を
回

収
し
、
無
償
で
新
品
と
交
換
す
る
」

と
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
相
談
者
は
新
品
と
交
換
す
る
手

続
き
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
購
入
し
た
製
品
を
普
通
に
使
用

し
て
い
る
の
に
不
具
合
が
あ
る
等

は
商
品
の
欠
陥
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

欠
陥
の
種
類
は
、 

①
設
計
段
階
で
安
全
性
の
配
慮
を

欠
い
た
た
め
起
こ
る
欠
陥 

　
こ
の
場
合
、
同
じ
設
計
仕
様
で

造
ら
れ
た
製
造
物
全
て
に
欠
陥
が

あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
リ
コ
ー
ル
製
品
で
す
。 

②
製
造
過
程
で
ひ
と
つ
の
製
品
だ

け
が
設
計
ど
お
り
に
製
造
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
る
単
品

不
良 

③
使
用
上
の
注
意
や
警
告
を
表
示

し
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
る
欠

陥 

の
３
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
ど
の
よ
う
な
欠
陥
か
は
、
購
入

店
や
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て

調
べ
て
も
ら
い
ま
す
。
も
し
、
メ

ー
カ
ー
等
の
対
応
が
適
正
で
な
け

れ
ば
、
他
機
関
で
調
べ
る
こ
と
も

可
能
で
す
。 

　
そ
し
て
、
製
品
に
欠
陥
が
あ
り
、

そ
の
欠
陥
が
原
因
で
、
人
の
生
命
・

身
体
・
財
産
に
被
害
が
及
ん
だ
と

き
は
、
製
造
業
者
等
は
そ
の
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
治
療
費
・
入
院
費
・
休
業
補

償
・
慰
謝
料
等
の
損
害
賠
償
を
製

造
業
者
等
が
負
う
義
務
が
生
じ
ま

す
。
こ
れ
は
「
製
造
物
責
任
法
」

と
い
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
最
近
の
製
品
事
故
で
は
、
洗
顔

石
け
ん
の
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
商

品
は
新
商
品
と
取
り
替
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
聞
報
道
も
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
心
当
た
り
が
あ
れ
ば

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

製
品
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
 

第４４０回定例会 
（９月議会） 

田
園
ア
ー
ト
の
反
省 

　
「
福
崎
町
制
５５
周
年
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
田
園
ア

ー
ト
の
現
状
は
充
分
ご
存
じ
か
と

思
い
ま
す
が
、
毎
日
散
歩
で
見
る

度
に
気
が
悪
く
な
り
ま
す
。
り
っ

ぱ
な
看
板
、
展
望
ス
ペ
ー
ス
の
中

で
、
ほ
と
ん
ど
花
の
咲
い
て
い
な

い
サ
ル
ビ
ア
の
花
。
今
ま
で
の
方

が
よ
っ
ぽ
ど
よ
か
っ
た
。
こ
の
事

業
に
い
く
ら
税
金
が
使
わ
れ
た
の

か
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う

便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
秋
の
空
に
く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ

ア
ー
ト
を
期
待
し
て
い
た
私
も
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
気
持
ち

は
、
暑
い
日
射
し
や
雨
の
中
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
べ
約
１
５
０
名
の
方
々
、

ハ
ー
ト
フ
ル
ガ
ー
デ
ン
中
播
磨
の

み
な
さ
ん
、
役
場
の
職
員
も
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
。 

　
町
花
サ
ル
ビ
ア
の
花
で
田
園
ア

ー
ト
を
と
提
案
し
た
の
は
私
で
す
。

私
は
、
サ
ル
ビ
ア
は
も
っ
と
育
て

や
す
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
サ

ル
ビ
ア
も
生
き
物
で
し
た
。
生
き

る
条
件
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
成
長

し
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
こ
と
は
初
め
か
ら
わ
か

っ
て
い
る
は
ず
と
言
わ
れ
れ
ば
そ

の
と
お
り
で
、
返
す
言
葉
が
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
で
あ
り

ま
す
が
、
き
ち
ん
と
総
括
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
全
体
と
し
て
の
作
業
は
終
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
私
の
思
い

を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
辻
川
は
、
福
崎
町
で
は
観
光
客

の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
場
所

を
田
園
ア
ー
ト
で
飾
る
こ
と
は
間

違
い
で
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
し
っ
か
り
と
成

果
を
出
す
ま
で
の
取
り
組
み
が
不

十
分
で
し
た
。
念
に
は
念
を
入
れ

て
の
準
備
が
不
足
し
て
い
た
こ
と

は
事
実
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
こ
の
事
業
に
使
っ

た
お
金
は
約
２
０
０
万
円
で
す
。 

　
お
便
り
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
様
の
大
切
な
税
金
を

無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
心
し
て
町

政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

　あの手この手と消費者を狙

う悪質商法の被害は後を絶ち

ません。 

　「私は大丈夫」と思ってい

ても、日常生活の中には思わ

ぬ落とし穴が潜んでいます。 

　身近な事例で、その巧妙な

手口について学習します。 
 

日時　１０月２１日（金） 

　　　１３：３０～１５：３０ 

場所　生活科学センター講義室 

テーマ　「悪質商法 －こんな

　　　　　手口にご用心－」 

講師　消費生活専門相談員 

生活科学教室のご案内 
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福崎町 

　
私
の
将
来
の
夢
は
介
護
士
に
な

る
こ
と
で
す
。
介
護
士
と
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
を
手
助

け
す
る
職
業
の
人
の
こ
と
で
す
。

理
由
は
、
父
が
福
祉
関
係
の
仕
事

を
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
障
が
い
の
あ
る
人

や
高
齢
者
の
手
助
け
を
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
大
切
で
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。 

　
私
は
、
小
学
校
３
年
生
の
こ
ろ

か
ら
父
の
職
場
で
あ
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
１
時
間
ほ
ど
ゲ
ー
ム
の

手
伝
い
や
お
茶
や
お
か
し
な
ど
を

運
ぶ
こ
と
を
、
ほ
か
の
介
護
士
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
し
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
は
、
車
い
す
に
乗
ら

れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
か
。
私
は
、

去
年
の
１
月
頃
に
、
小
学
校
の
ふ

れ
あ
い
塾
の
講
座
で
、
車
い
す
体

験
を
し
ま
し
た
。
上
り
坂
や
下
り

坂
、
少
し
右
に
傾
い
て
い
る
道
な

ど
は
、
右
の
方
向
に
寄
っ
て
し
ま

い
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
段
差

が
あ
る
場
所
は
、
車
い
す
に
乗
っ

て
い
る
人
に
と
っ
て
は
す
ご
く
困

難
な
壁
な
の
で
す
。
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
が
、
自
力
で
車
い

す
で
行
動
す
る
こ
と
は
、
と
う
て

い
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
く

ら
い
ご
苦
労
を
重
ね
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
お
年
寄
り
の

方
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
聞
き
ま

す
。
け
れ
ど
、
若
い
人
や
介
護
士

は
減
っ
て
い
ま
す
。
医
療
は
日
々

進
歩
し
て
い
る
け
れ
ど
、
や
は
り

介
護
士
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

介
護
士
が
い
な
け
れ
ば
、
障
が
い

の
あ
る
人
や
高
齢
者
は
大
変
困
る

う
え
、
ご
自
分
の
家
族
に
負
担
を

か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
が
膨
ら
む
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
小
学
生
の
頃
は
、
週
に
２
〜
３

回
ほ
ど
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
中
学
生

に
な
っ
て
か
ら
は
、

１
か
月
に
１
〜
２

回
し
か
行
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

帰
宅
時
刻
が
遅
い

う
え
、
勉
強
や
部
活
で
忙
し
い 

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

　
行
く
回
数
は
ず
い
ぶ
ん
と
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、

行
け
る
日
は
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
ま

す
。
ゲ
ー
ム
の
お
手
伝
い
は
楽
し

い
し
、
お
茶
な
ど
を
出
す
と
き
は
、

私
の
よ
う
な
小
さ
な
存
在
で
も
、

み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
だ
か
ら
小

学
生
の
こ
ろ
よ
り
、
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
交
流
で
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
交
流
を
通
し
て
、

私
は
階
段
な
ど
の
段
差
が
少
な
く

な
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
障

が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
、
子
ど

も
た
ち
、
み
ん
な
安
全
に
使
え
る

か
ら
で
す
。
階
段
も
い
い
と
こ
ろ

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
よ
り

多
く
の
人
が
安
全
に
使
え
る
た
め

に
、
形
は
ス
ロ
ー
プ
に
変
化
さ
せ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
高
齢

者
の
施
設
が
も
っ
と
必
要
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
同
年
齢
の
人
の
友

だ
ち
も
で
き
る
し
、
い
っ
し
ょ
に

楽
し
く
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
た
め
の
施
設
や
小
さ
い
子
ど

も
で
も
安
全
に
使
え
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
今
以
上
に
介

護
に
対
し
て
の
思
い
や
理
解
、
考

え
方
が
よ
り
よ
く
広
が
る
と
思
い

ま
す
。 

　
介
護
の
未
来
を
担
う
の
は
私
た

ち
で
す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
、

高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
を
続
け

ま
す
。
福
祉
の
世
界
で
生
き
て
い

け
る
よ
う
に
、
も
っ
と
も
っ
と
た

く
さ
ん
勉
強
や
経
験
を
重
ね
、
必

ず
夢
を
叶
え
ま
す
。 

 

福崎東中学校１年（当時） 
久保田未海 

め
ざ
せ
！
介
護
士 

福
崎
西
中
学
校
１
年（
当
時
） 

北
山
青
空 

田原小学校１年（当時）　堀　奈那美 

だ
い
す
き
よ
　
あ
な
た
の
え
が
お
が 

　
い
ち
ば
ん
さ 

福
崎
小
学
校
１
年（
当
時
）　 

木
村
留
華 

な
か
な
お
り
　
お
も
い
き
っ
て 

　
ご
め
ん
な
さ
い 

田
原
小
学
校
４
年（
当
時
）　 

牛
尾
智
哉 

い
じ
め
は
ね
　
こ
う
か
い
す
る
の
は 

　
自
分
だ
よ 

田
原
小
学
校
４
年（
当
時
）　 

松
岡
み
の
り 

え
が
お
は
ね
　
安
心
さ
せ
る 

　
ま
ほ
う
だ
よ 

田
原
小
学
校
４
年（
当
時
）　 

大
畑
優
香 

あ
な
た
の
心
　
「
仲
間
は
ず
れ
」
を 

　
す
く
え
ま
す
か 

福
崎
東
中
学
校
１
年（
当
時
） 

山
本
秋
花 

あ
い
さ
つ
で
　
え
が
お
ま
ん
か
い 

　
こ
こ
ろ
も
う
き
う
き 

福
崎
小
学
校
１
年（
当
時
）　 

岡
本
健
翔 

１４ 



１５ 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

　
福
崎
町
手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
「
自
分
の
趣
味
を
社
会
に

役
立
て
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、

永
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
が

ん
ば
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。 

　
手
芸
の
作
品
を
作
り
、
そ
の

売
上
金
を
社
会
福
祉
協
議
会
や

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
今

年
は
被
災

地
へ
も
寄

附
を
し
て
、

温
か
い
気

持
ち
を
社

会
に
届
け

て
い
ま
す
。 

　
大
き
な
か
ば
ん
か
ら
小
さ
な

小
物
入
れ
ま
で
、
メ
ン
バ
ー
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
な
裁
縫
・
編
み

物
で
次
々
と
作
品
を
作
っ
て
い

ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
作
品
を

見
て
、
ま
た
そ
こ
か
ら
新
し
い

発
想
が
浮
か
ん
だ
り
、
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
温
か
い
メ
ン

バ
ー
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

活
動
日
　
第
２
・
第
４
水
曜
日 

　
　
　
　
１０
時
〜
１６
時 

場
　
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館 

＊
作
品
は
、
も
ち
む
ぎ
の
や
か

た
で
販
売
中
（
福
崎
秋
ま
つ
り

で
も
出
店
予
定
） 

   

　
今
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

予
定
（
１０
／
２０
〜
１１
／
１９
）を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ 

　
１０
月
２６
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
花
壇 

　
１１
月
９
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
七
種
川
沿
い
新
町
花
壇 

　
１１
月
１６
日（
水
）
９
時
〜 

　
　
Ｊ
Ａ
八
千
種
前
花
壇 

問
い
合
わ
せ
先 

　
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
２２
・
３
７
５
５ 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
専
門
員
） 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　

広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
“ 

メ
ン
バ
ー
大
募
集

メ
ン
バ
ー
大
募
集
!!
　 

”手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
“ 

メ
ン
バ
ー
大
募
集
!!
　 

　福崎町学校支援実行委員会では、今年も中学
３年生を対象に、受験勉強の対策として“自習室”
を提供します。静かな部屋でボランティア先生
といっしょに勉強に集中して、実力アップをめ
ざしましょう!! 
＜福崎西中学校区＞文化センター 
　１０月１５日（土）・１０月２９日（土）・１１月１２日（土） 
　１２月３日（土）・１２月１０日（土）・１２月２４日（土） 
　１月１４日（土） 
＜福崎東中学校区＞サルビア会館 
　１０月１日（土）・１０月２２日（土）・１１月１９日（土） 
　１２月１７日（土）・１月７日（土）・１月２１日（土） 
　１月２８日（土） 
＜西・東中学合同＞ 
　２月４日（土）・３月３日（土）…文化センター 
　２月１８日（土）・２月２５日（土）…サルビア会館 
 

＊時間９：００～１１：３０ 
＊参加希望の方は、 
　各中学担任の先生 
　にお申し込みくだ 
　さい。 
 
問い合わせ先　福崎町学校支援実行委員会事務局 
　　　　　　　（文化センター　　２２－３７５５） 

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ 

◆
退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て 

　
長
年
会
社
な
ど
に
勤
め
、
退

職
後
国
保
に
加
入
し
た
方
で
、

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
６５
歳
未
満
の
方
と

そ
の
被
扶
養
者
の
方
が
対
象
と

な
る
制
度
で
す
。 

　
退
職
者
医
療
制
度
で
は
、
医

療
費
の
一
部
が
現
役
当
時
加
入

さ
れ
て
い
た
被
用
者
保
険
か
ら

の
拠
出
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
間
接
的
に
み
な

さ
ん
の
国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

○
対
象
者
の
自
己
負
担
額
及
び

国
民
健
康
保
険
税
額 

　
一
般
の
国
民
健
康
保
険
の
方

と
同
じ 

○
対
象
者 

退
職
被
保
険
者（
退
職
者
本
人
） 

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方 

・
６５
歳
未
満
の
方 

・
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
加

入
期
間
が
２０
年
以
上
ま
た
は
４０

歳
以
降
に
１０
年
以
上
あ
る
方
で
、

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方 

退
職
被
扶
養
者 

・
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、

配
偶
者
と
３
親
等
内
の
親
族
、

ま
た
は
配
偶
者
の
父
母
と
子 

・
国
保
の
加
入
者
で
６５
歳
未
満

の
方 

・
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円

（
６０
歳
以
上
の
方
や
障
害
者

の
方
は
１
８
０
万
円
）
未
満

の
方 

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

・
保
険
証 

・
年
金
証
書 

・
印
鑑 

◆
交
通
事
故（
第
三
者
行
為
）に

よ
り
治
療
す
る
場
合 

　
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
と

き
、
国
保
証
を
使
っ
て
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
届
出
を
せ
ず
示
談
が
成

立
し
、
加
害
者
か
ら
賠
償
金
や

治
療
費
を
受
け
取
っ
て
い
る
場

合
は
、
国
保
で
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
対
象
者
は
、
国
保
医
療

係
に
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

◆
仕
事
を
し
て
い
て
け
が
を
し
た

場
合（
労
災
が
適
用
さ
れ
た
場
合
） 

　
仕
事
上
の
け
が
に
つ
い
て
は

労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
国
保
は
使
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。 

　
会
社
の
雇
用
主
を
通
じ
て
必

ず
労
災
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 



■
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射 

　
生
涯
１
回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

■
犬
の
放
し
飼
い
の
禁
止 

　
屋
外
で
飼
育
す
る
場
合
は
、
鎖
な
ど
で
つ
な
ぐ
か
、

し
っ
か
り
し
た
囲
い
の
中
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。 

■
散
歩
時
の
マ
ナ
ー 

　
散
歩
時
は
、
犬
を
リ
ー
ド
な
ど
に
つ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
外
出
時
の
糞
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。
他
人
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。 

■
猫
の
屋
内
飼
育 

　
猫
の
糞
尿
も
他
人
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
猫
は
屋

内
で
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
と
き 

　
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
捜
し
、
見
つ

か
ら
な
け
れ
ば
、
警
察
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、
役

場
住
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き 

　
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
ら
、
３０
日
以
内
に
鑑
札
を
持

参
し
、
役
場
住
民
生
活
課
に
死
亡
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
犬
の
火
葬
・
埋
葬
は
、
直
接
民
間
の
専
門

業
者
や
こ
う
ふ
く
苑
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
連
絡
先
） 

○
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
龍
野
支
所 

　
　
０
７
９
１
・
６３
・
５
１
４
６ 

○
福
崎
警
察
署
（
会
計
課
） 

　
　
２３
・
０
１
１
０ 

○
こ
う
ふ
く
苑 

　
　
０
７
９
・
２
３
２
・
３
１
９
６ 

（
住
民
生
活
課
　
内
線
３
７
３
） 

１６ 

固定資産税（家屋）の減額措置のお知らせ 

◇
ペ
ッ
ト
の
飼
主
の
義
務
に
つ
い
て
◇ 

ふ
ん 

ペ
ッ
ト
の
飼
主
は
、
法
的
義
務
と
マ
ナ
ー
を 

守
っ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。 

対象住宅　平成１９年１月１日以前から存在し、次の
いずれかの条件に該当する方が居住している住宅（※
賃貸住宅は除く。） 
①６５歳以上の方（工事の完了した年の翌年の１月
１日現在の年齢） 
②要介護認定または要支援認定を受けている方 
③障害のある方 
対象工事　平成１９年４月１日～平成２５年３月３１日の
間に行われた次の工事 
①廊下の拡幅　②階段の勾配緩和　③浴室の改良　
④便所の改良　⑤手すりの取付け　⑥床の段差解消
⑦出入口の戸の改良　⑧床表面の滑り止め化 
費用要件　補助金や介護保険からの給付等を除く工事
費自己負担額が３０万円以上のもの 

軽減内容　改修工事が完了した住宅の翌年度分の固定
資産税額を１／３減額 
（１戸あたり１００㎡分までを限度とし、１戸につき
１度限り有効） 
※「新築住宅に対する減額」や「住宅耐震改修に伴う
減額」とは同時に適用されません。 

対象住宅　平成２０年１月１日以前から存在している住宅（※賃貸住宅は除く。） 
対象工事　平成２０年４月１日～平成２５年３月３１日の間に、次の①から④まで
の工事のうち、①の工事、または①とあわせて行う②～④の工事であるこ
と（※①の工事は必須） 
①窓の改修工事（複層ガラス化など）　②床の断熱改修工事 
③天井の断熱改修工事　④壁の断熱改修工事 
費用要件　省エネ改修工事に要した費用の合計額が３０万円以上であること 
軽減内容　改修工事が完了した住宅の翌年度分の固定資産税額を１／３減額 
（１戸あたり１２０㎡分までを限度とし、１戸につき１度限り有効） 
※バリアフリー改修を同年に行った場合には、あわせて２／３が減額されます。 
※「新築住宅に対する減額」や「住宅耐震改修に伴う減額」とは同時に適用さ
れません。 

対象住宅　昭和５７年１月１日以前から存在している
住宅（居住部分の割合が１／２以上） 
対象工事　現行の耐震基準に適合した工事で、平成 
　１８年１月１日～平成２７年１２月３１日の間に完了した
もの 
費用要件　耐震改修工事に要した費用の合計額が３０
万円以上であること 
軽減内容　改修工事が完了した住宅の翌年度分からの
固定資産税額を減額 
 
 
 
 
 
 
 
※１戸あたり１２０㎡分までの部分 
※「バリアフリー改修に伴う減額」や「省エネ改修に
伴う減額」とは同時に適用されません。 

バリアフリー改修を行った場合 

省エネ改修を行った場合 

耐震改修を行った場合 

詳しい内容は、福崎町公式ウェブサイトにも掲載しています。 
問い合わせ先　税務課資産税係（内線３４６） 

耐震改修工事の完了時期 減額措置の内容 

平成１８年１月１日～　 
　　平成２１年１２月３１日 

（受付終了） 

２年間 
左記の期間　　 
固定資産税額を 
１／２に減額　 

１年間 

平成２２年１月１日～　 
　　平成２４年１２月３１日 

平成２５年１月１日～　 
　　平成２７年１２月３１日 

３つの改修全てについて 
　改修工事完了後、３か月以内に 
　申告書の提出が必要です。 



ごみの分け方と 
出し方について② 

●空カン・空ビン 
・福崎町の資源ごみ用のごみ袋で出してください。 
・容器の中は水洗いして、空カン、空ビンは別々 
　の袋に分けてください。 
・スプレー缶やカセットボンベなどは穴を開けて 
　不燃ごみで出してください。 
・空ビンのふたやキャップははずして、プラス 
　チック製の物はプラスチック製容器包装で、 
　金属製の物は不燃ごみで出してください。 

資源ごみの分別について 

●ペットボトル 
・福崎町の資源ごみ 
　用のごみ袋で出し 
　てください。 
・ラベル、キャップははず
して、プラスチック製容
器包装で出してくださ
い。 
・ボトルの中は水洗いして、
たくさん運べるように足
で踏みつぶしてください。 

●古紙（新聞・雑誌・ダンボール） 
・種類別にひもで縛って 
　出してください。 
・折り込みチラシは新聞 
　といっしょに縛ってく 
　ださい。 
・雑誌とは本、マンガ、 
　週刊誌、辞書、カタログなどです。 
・ダンボールとは断面がナミ模様の紙を厚
紙で挟んだ物です。ボール紙・厚紙はミ
ックスペーパーで出してください。 

●ミックスペーパー 
・紙製容器包装識別マ 
　ークがついたものと、 
　リサイクル可能な紙です。 
・買い物などでもらった紙袋を使用してくだ
さい。 
・最小の大きさは名刺大です。名刺より小さ
いものやシュレッダーした紙、防水加工さ
れた紙は可燃ごみで出してください。 
・紙パックは従来どおりスーパーなどの拠点
回収に出してください。 

●プラスチック製容器包装 
・プラスチック製容器包装識別 
　マークのついているものだけを出して 
　ください。 
・福崎町の資源ごみ用のごみ袋で出してください。 
・おもちゃなどのプラスチック製品について、５０㎝以下
の物は可燃ごみ、５０㎝以上のものは粗大ごみです。 

・食品などの内容物が付着して汚れが取れないものは可
燃ごみで出してください。 

（住民生活課） 

マナーを守ろう！ 
　ごみは指定された収集日の朝８時３０分までに出してくだ
さい。決められた時間以外にごみを出したり、収集日以外
のごみが出されているとごみステーションが不衛生になり、
周辺の人にも迷惑がかかります。ごみ出しのマナーを守り、
清潔で快適な環境作りを心がけましょう。 

　西治長野線と町道１９４号の交差点（神谷地区）

に信号機が設置され、９月２６日（月）に点灯され

ました。 

　信号機の点灯により交通の流れに変化が出て

きますので、十分に注意して通行してください。 

神谷交差点 
信号機点灯のお知らせ 
神谷交差点 
信号機点灯のお知らせ 

　このたび、市街化調整区域の総合的な土地利
用の方針として「福崎町土地利用基本計画（追
補改訂版）」を策定しました。 
　この計画は、平成１７年度（平成１８年３月）に策
定された「福崎町土地利用基本計画」について、
現在の土地利用等の地域動向や社会経済動向等
にもとづいてデータ等を刷新し、土地利用計画
を見直した改訂版です。 
 
計画の主な内容 
　・・第１章　福崎町の現状の把握・分析（改訂） 
　・・第２章　土地利用計画の見直し 
 
問い合わせ先 
　まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 

福崎町土地利用基本計画 
（追補改訂版）策定 

１７ 

（住民生活課） 

至 

中
小
企
業
大
学
校 

長野橋 

文 

信号機新設交差点 

神
谷
橋 

福崎西中 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　９月７日（水）、神戸市の神戸文化ホールで、兵庫県農業会議の主催で、
「農業委員会法制定６０周年記念式典・兵庫県下農業委員大会」が開催さ
れました。 
　来賓として、知事や県議会議員をはじめ国県の機関や関係団体を招き、農業委員会活動の事例報告会や
東京大学大学院教授による「農業政策の展開方向と農業委員会への期待」をテーマとした記念講演会など
が行われました。 

　農業委員会組織は、発足以来、「土地と人（担い手）」
対策を社会的使命として、地域農業の振興と農村の発
展に大きな役割を果たしてきましたが、平成２１年の
改正農地法等の施行によりその役割と機能が大幅に強
化され、優良農地の確保や耕作放棄地の発生防止・解
消、農地の利用集積等を通じた担い手支援などについ
て一層の活動強化と成果の積み上げが求められていま
す。このようななかで、今年、農業委員会法制定６０
周年の節目を迎えました。 
　福崎町農業委員会も７月に委員の改選が行われ、新
たな体制で参加し、農業委員一人ひとりが自らの責務
と役割を強く認識しました。 

農業委員会法制定６０周年記念式典・ 
　　　　　　　兵庫県下農業委員大会　開催 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（産業課内・内線３９４） 

１８ 

　土地関係施策に次のものがあります。 
 

■公有地の拡大の推進に関する法律による土地の先買い

制度 

　県や町などが、都市の発展と秩序ある整備を促進する

ために、必要な土地を計画的に取得する制度のことです。

土地を譲り渡そうとする場合には、町を経由して県知事

に届け出なければなりません。（届出をしなかったり虚

偽の届出をした場合、罰則が適用されることがあります。）

土地を譲渡しようとする日の３週間前までに届け出なけ

ればなりません。 

　また、地方公共団体等に対して土地の買取りを希望す

る場合には、「申出」をすることができます。 

（届出が必要な面積） 

・都市計画区域内の都市計画施設の区域内等の土地 

　２００㎡以上 

・上記以外の都市計画区域内の土地で市街化区域内の

土地　５,０００㎡以上 

（申出ができる面積） 

・都市計画区域内の土地　２００㎡以上 

・都市計画区域外の都市計画施設の区域内の土地　２００㎡

以上 

■国土利用計画法にもとづく届出制度 

　一定面積以上の土地取引をした場合は、契約を締結し

た日から起算して２週間以内に町を経由して知事に届け

出なければなりません。 

（届出が必要な面積） 

・市街化区域　２,０００㎡以上 

・市街化区域以外の都市計画区域　５,０００㎡以上 

・都市計画区域以外の区域　１０,０００㎡以上 
 

問い合わせ・相談先 

　兵庫県庁　都市政策課土地対策室 

　　　０７８－３４１－７７１１（内線４７３９） 

　福崎町役場　まちづくり課（内線３３６） 

１０月は土地月間 土地取引の届出をお忘れなく！ 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23



日　時　１１月９日（水）１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 
場　所　第１体育館　体育室 
　　　　　福崎町福田１７６－１（文化センター東） 
講　師　NPO法人生涯学習サポート兵庫　榎本英樹さん 
持ち物　タオル、お茶 
申込方法　子育て支援センターまたは子育て学習センターへ 
「どうやって子どもとあそんだらいいの？」そんな声を
よくききます。大切なのは「あそんであげる」ではなく
て「いっしょにあそぶ」こと。いっしょにあそんで、い
っしょに感じて、いっしょに笑う・・・そんな親子のコ
ミュニケーションのヒントがぎっしりつまっています。 
※動きやすい服装でお越しください。 

～子育て学習講座～ 

親子ふれあいあそび 
～えのちゃんが親子で楽しむ　　　　　　 
　　　　いろんなあそびをお届けします～ 

　幼児園ではどんなことをしているの？今回のおしゃべ
り会では、福崎幼児園での子どもたちの様子を親子でい
っしょに参観したり、４歳児の絵本からの遊びなどを見
せていただく予定です。 
日　時　１１月２２日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　福崎幼児園 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　１０組 

ドレミ　毎月第２木曜日 

１０月１３日（木）・１１月１０日（木）１０：００～１１：００ 

　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

問い合わせ先：子育て学習センター 

「あそびのひろば」 

子育て学習センター 
（ともだちひろば） 

福崎町福田176－1（文化センター2階） 

　22－7830　Fax22－2561
な　や　み ゼロ 

〈開設日時〉 
　火・水・木・金曜日　９：００～１５：００ 
　　　　　第４土曜日　９：００～１２：００ 
〈個別相談〉　毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
　１０月１８日（火）・１１月１５日（火） 
　相談員：木村才子さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　毎月第１火曜日　１０：００～１４：００ 
　１１月１日（火） 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

　子どもといっしょに絵本やわらべうたあそびを楽し
みながら、子育ての悩みを話したり、お母さん同士で
情報交換したりして、ゆったりと過ごしませんか。第
１回目とはまた違った楽しい内容を考えていますので、
ぜひ、ご参加ください。申し込みは不要です。 

日　　程 

10月18日（火） 

10月21日（金） 

10月24日（月） 

10月28日（金） 

10月31日（月） 

11月 4 日（金） 

11月 7 日（月） 

11月11日（金） 

11月14日（月） 

11月18日（金） 

実施場所 

余田公民館 

福田公民館 

田尻公民館 

馬田公民館 

山崎公民館 

北野公民館 

長目公民館 

西野公民館 

桜公民館 

板坂公民館 

対象地区 

余田・庄 

福田・駅前 

田尻 

馬田・出屋敷 

山崎 

北野・井ノ口 

長目・中島・上中島 

西野・吉田 

桜・長野・神谷 

田口・板坂 

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※対象地区以外の方も参加できます。 
※１０月１８日はミニディの利用者の方との交流も予定して 
　います。 

１９ 

　福崎幼児園のお遊戯室で、お友達といっしょに身体を
いっぱい動かして遊びませんか？大きなトンネル・ボー
ル・フープ・ダンボールなど、いろいろな遊具がありま
すよ。ピアノの音に合わせて、走ったり、転がったり、
リズム遊びもしますので、ぜひご参加ください。 
日　時　１０月２５日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　福崎幼児園　お遊戯室 
対　象　１～３歳の子どもとその保護者 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　２０組 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。 

　
１
人
か
ら
で
も
宿
泊
し
て
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

　
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
１０
月
１８
日
（
火
） 

　
　
１１
月
１５
日
（
火
） 

　
　
　
＊
第
３
火
曜
日 

★
年
末
・
年
始
の
休
館
日 

１２
月
３０
日（
金
）〜
１
月
４
日（
水
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
２４
年
１
月
中
の

利
用
は
１１
月
１
日
か
ら
の
予
約
と

な
り
ま
す
。
） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以

外
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。 

　
風
呂
利
用
者
ま
た
は
昼
食
を
申

し
込
ま
れ
る
方
は
休
憩
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
簡
単
な
昼
食
は
当
日

申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
巡
回
バ
ス
の
利
用

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

お知らせ 

information

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

　
『
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
』（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
８
月
分
） 

寄
附
者
　
　
井
佳
哉
様 

　
　
　
　
（
福
崎
町
） 

寄
附
金
額
　
１
５
３
０
０
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除 

証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
（
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
該
当

し
ま
す
。
） 

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

平
成
２３
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
１０
月

下
旬
か
ら
１１
月
上
旬
ま
で
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。 

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た

は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
１０
月
１
日
か
ら
１２
月

３１
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
来
年
の
１
月
下

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付

さ
れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添

付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
年
金
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

２０ 

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
〜 

年金出張相談開催 
　姫路年金事務所による年金出張相談を、町内
の方を対象に、下記のとおり行います。相談は
予約制です。予約受付期間内に、住民生活課に
電話で予約申込みをしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
持 参 物：年金手帳・年金証書・認印 
　　　　　その他相談内容により必要な書類 
＊代理の場合は、委任状と本人確認のできる　
身分証明書（免許証等） 

【年金出張相談日程表】 

予約申込先　住民生活課（内線３７４） 

開催日時 

１１月１７日（木） 

１０：００～１５：００ 

サルビア会館 

２階　講義室 

開催場所 
予約受付期間 

（土・日・祝日を除く） 
８：３０～１７：１５ 

１０月１７日（月） 
 

１１月１１日（金） 

～
 

　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業務を
延長しておこなっています。 
　対応業務は、住民票、戸籍、 
印鑑証明書、所得証明書、外 
国人登録記載事項証明書の交 
付です。 
＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からのお知らせ 

　
９
月
１８
日
付
で
、
庄
区
長
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

庄
区
長
　
難
波
靖
通 （

総
務
課
） 

区
長
変
更
の
お
知
ら
せ 



２１ 

巡
回
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

○
「
動
く
画
廊
」
に
つ
い
て 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
１０
月
３０
日
（
日
）
か
ら
１１
月
１９

日
（
土
）
ま
で
は
、
八
千
種
保
育

所
で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

○
運
休
に
つ
い
て 

　
１０
月
８
日
・
９
日
の
巡
回
バ
ス

は
、
秋
祭
り
で
道
路
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
運
休
し
ま
す
。 

　
な
お
、
９
日
が
雨
天
で
順
延
さ

れ
た
場
合
は
、
１０
日
も
運
休
し
ま

す
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

幼
稚
園
入
園
受
付
の
お
知
ら
せ 

　
平
成
２４
年
度
幼
稚
園
入
園
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
受

付
を
行
い
ま
す
の
で
、
幼
児
同
伴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
１１
月
１４
日（
月
） 

　
　
　
　
１３
時
〜
１６
時 

場
　
所
　
各
校
区
の
幼
稚
園 

対
象
児
　
平
成
１８
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
１９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
福
崎
町
在
住
の
幼
児

で
、
入
園
を
希
望
す
る
方 

持
参
品
　
筆
記
用
具
、
印
鑑 

※
平
成
２４
年
４
月
に
田
原
幼
稚
園

と
田
原
保
育
所
の
一
体
化
施
設

と
し
て
（
仮
称
）
田
原
幼
児
園

の
開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
田
原
幼
児
園
お
よ
び

福
崎
幼
児
園
の
短
時
間
部
（
幼

稚
園
部
）
の
受
付
も
同
様
に
行

い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課 

　
（
内
線
２
５
２
） 

 

生
ご
み
処
理
機
・
処
理
容
器

を
使
っ
て
、
ご
み
減
量
化
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

　
生
ご
み
処
理
容
器
・
生
ご
み
処

理
機
の
購
入
費
用
に
つ
い
て
、
町

が
半
額
補
助
し
ま
す
。 

限
度
額 

・
生
ご
み
処
理
容
器
２
５
０
０
円 

・
生
ご
み
処
理
機
２
万
円 

補
助
の
申
請
（
１
世
帯
） 

・
生
ご
み
処
理
容
器
　
２
基
ま
で 

・
生
ご
み
処
理
機
　
１
基
ま
で 

※
過
去
５
年
以
内
に
こ
の
補
助
を

受
け
ら
れ
た
方
は
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
生
ご
み
処
理
容
器 

　
印
鑑
・
領
収
書 

・
生
ご
み
処
理
機 

印
鑑
・
領
収
書
・
保
証
書
・
製

品
の
カ
タ
ロ
グ 

※
口
座
へ
の
振
込
み
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
通
帳
な
ど
が
必
要
で

す
。 

　
右
記
の
も
の
を
持
参
の
う
え
、

住
民
生
活
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
住
民
生
活
課
（
内

線
３
７
３
）
へ
。 

 

猫
の
引
取
日
の
お
知
ら
せ 

　
兵
庫
県
で
は
、
毎
月
１
回
、
猫

の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

猫
の
引
取
日 

　
１０
月
２５
日（
火
） 

　
１１
月
２２
日（
火
） 

※
１２
月
の
引
き
取
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

引
取
方
法 

・
当
日
の
朝
８
時
３０
分
か
ら
１０
時

ま
で
に
、
役
場
住
民
生
活
課
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
事
前
に
猫
搬
送
箱
を
貸
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

料
金 

　
飼
い
猫
の
引
き
取
り
に
は
、
料

金
が
か
か
り
ま
す
。 

・
成
猫
１
匹
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

・
子
猫
１０
匹
ま
で
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

＊
猫
の
捕
獲
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
住
民
生
活
課
） 

 

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間 

　
夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。 

日
時 

１１
月
１４
日（
月
）〜
１８
日（
金
） 

　
８
時
３０
分
〜
１９
時 

１１
月
１９
日（
土
）・
２０
日（
日
） 

　
１０
時
〜
１７
時 

相
談
電
話
番
号 

　
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０ 

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

担
当
者 

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員 

相
談
方
法 

電
話
相
談
の
み
（
無
料
・
秘
密
厳

守
） 

問
い
合
わ
せ
先 

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

　
０
７
８
・
３
９
２
・
１
８
２
１

（
内
線
３
４
５
） 

 

兵庫県最低賃金改正  兵庫県最低賃金改正  兵庫県最低賃金改正  
　兵庫県最低賃金が１０月１日に改正され、時間額 
７３９円になりました。 
　最低賃金は、パートタイマー、アルバイト等す
べての労働者に適用されます。 
　繊維工業外８件の特定（産業別）最低賃金が適
用される業種については、１２月１日に改正されます。 
　詳しくは、兵庫労働局労働基準部賃金課（　０７８
－３６７－９１５４）または最寄りの労働基準監督署にお問
い合わせください。 

福崎町長選挙 
福崎町議会議員補欠選挙 

のお知らせ 
11月29日（火）　告示 
12月 4 日（日）　投票 

※福崎町議会議員補欠選挙は欠員２名分の選挙を 
　行います。 

☆立候補予定者説明会☆ 
　日時　１１月４日（金） 
　（町長）　　９：３０～ 
　（町議補欠）１３：３０～ 
　場所　福崎町役場大会議室 
☆立候補届出等予備審査☆ 
　日時　１１月１８日（金） 
　　　　９：００～１１：３０ 
　場所　福崎町役場大会議室 

福崎町選挙管理委員会（内線２２１） 

町
職
員
の
人
事
異
動 

   

９
月
１
日
付
で
職
員
の
異
動

を
発
令
し
ま
し
た
。 

（
　
）内
は
前
職 

【
参
事
級
】 

△
総
務
課
参
事
　
中
播
衛
生
施

設
事
務
組
合
派
遣
（
住
民
生
活

課
副
課
長
）
内
藤
晴
三 



母
子
家
庭
等
特
別
相
談
の 

お
知
ら
せ 

　
母
子
・
父
子
家
庭
等
の
方
で
、

現
に
母
子
自
立
支
援
員
等
に
相
談

中
で
、
裁
判
を
前
提
と
す
る
方
を

対
象
に
、
女
性
弁
護
士
に
よ
る
面

接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

　
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

面
接
日
　
１２
月
１
日（
木
） 

　
（
時
間
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。
） 

面
接
場
所
　
姫
路
総
合
庁
舎 

申
込
方
法
　
１１
月
１７
日（
木
）ま
で

に
健
康
福
祉
課
へ 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
４
） 

　
中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
地
域

　
福
祉
課 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
３
０
０

１
（
代
） 

  

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

日
時
　
１１
月
２６
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分 

場
所
　
姫
路
市
中
播
消
防
署
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
中
播
消

防
署
内
） 

内
容
　
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）
及
び
応
急
手
当 

定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
） 

受
講
料
　
無
料 

申
込
先
　
姫
路
市
消
防
局
消
防
課 

　
０
７
９
・
２
２
３
・
９
５
５
７ 

syob-kyuukyuu@city.himeji.hyogo.jp 
  

い
な
み
野
学
園
文
化
祭 

「
い
な
み
野
祭
」
開
催 

　
今
回
で
３９
回
目
を
迎
え
る
「
い

な
み
野
祭
」
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
方
々
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
「
い
な
み
野
学
園
」

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

日
時
　
１１
月
１２
日（
土
）・
１３
日（
日
） 

　
両
日
と
も
９
時
３０
分
〜
１５
時 

場
所
　
兵
庫
県
い
な
み
野
学
園 

　
（
加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家
） 

内
容 

・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発

表
（
絵
画
・
書
道
・
陶
芸
他
） 

・
演
芸
大
会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー 

・
陶
芸
品
・
花
・
野
菜
類
の
販
売 

・
兵
庫
大
学
吹
奏
楽 

・
踊
ど
っ
こ
チ
ー
ム
演
舞 

問
い
合
わ
せ
先 

　
兵
庫
県
い
な
み
野
学
園 

　
　
０
７
９
・
４
２
４
・
３
３
４
２ 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
秋
募
集 

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
自
分
の
持

っ
て
い
る
技
術
や
経
験
を
活
か
し

て
、
開
発
途
上
国
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
に
富
ん
だ
人
を
募
集
し

ま
す
。 

募
集
期
間
　
１１
月
７
日（
月
）ま
で 

対
象 

・
青
年
海
外
協
力
隊 

　
満
２０
歳
〜
満
３９
歳 

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
満
４０
歳
〜
満
６９
歳 

問
い
合
わ
せ
先 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当 

　
０
７
８
・
２
６
１
・
０
３
４
１（
代
） 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
１０
時
〜

１２
時
、
１３
時
３０
分
〜
１７
時
） 

http://w
w
w
.jica.go.jp/hyogo/ 

enterprise/volunteer/index.htm
l 

  「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
」

開
催 

　
平
成
２３
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃

止
さ
れ
た
姫
路
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
て
い
た
職
業

訓
練
講
座
を
引
き
継
ぐ
事
業
と
し

て「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
１１
月
２８
日
（
月
）
〜
１２
月

２２
日（
木
）　
週
２
回（
月
・
木
） 

　
全
８
回 

※
別
に
自
宅
学
習
と
実
習
（
５
日

間
）
が
あ
り
ま
す
。 

場
所
　
ニ
チ
イ
学
館
姫
路
校
姫
路

教
室
（
姫
路
市
南
駅
前
町
１
２

４
ニ
ュ
ー
ス
ビ
ル
） 

定
員
　
２０
人 

参
加
費
用
　
４
万
円
（
別
途
健
康

診
断
・
検
便
の
受
診
料
要
） 

募
集
締
切
　
１０
月
２１
日（
金
） 

選
考
日
　
１０
月
２４
日（
月
） 

内
容
　
簡
単
な
筆
記
試
験
・
面
接 

主
催
　
姫
路
市 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
ニ
チ
イ
学
館
姫
路
校 

　
　
０
７
９
・
２
２
６
・
５
８
９
０ 

ス
ポ
ー
ツ 

２２ 

体
育
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
秋
ま
つ
り
協
賛
事
業
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
大
会
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。 

日
時
　
１１
月
６
日（
日
） 

　
　
　
８
時
３０
分
受
付
（
予
定
） 

　
　
　
※
雨
天
中
止 

場
所
　
町
民
第
１
グ
ラ
ン
ド 

チ
ー
ム
構
成
　
町
内
在
住･

在
勤

者
６
人
で
チ
ー
ム
編
成 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加

料
（
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
）
を

添
え
て
第
１
体
育
館
へ
。 

申
込
期
間
　
１０
月
２６
日
（
水
）
ま

で 

「更生保護　女性会員」募集！ 「更生保護　女性会員」募集！ 「更生保護　女性会員」募集！ 
～犯罪や非行を防止し　立ち直りを支える地域のチカラ～ 

　「更生保護」の目的に賛同し、「更生保護女性会」の 
事業に協力できる、神崎郡内に在住する成人女性の 
みなさんを募集しています。 
　　募集期限　１０月３１日（月）　募集人数　若干名 
「更生保護女性会」とは･･･ 
　犯罪や非行のない明るい地域社会の実現に寄与することを目的と
して、地域の犯罪予防活動と犯罪をした人や非行のある少年の更生
支援活動を行う女性ボランティア団体です。 
　家庭や非行問題を地域住民と考えるミニ集会の実施、子育て支援
地域活動、保護観察対象者の社会参加活動への協力、更生保護施設・
矯正施設の訪問など、多様な活動を展開しています。 
　福崎町ホームページ（http://www.town.fukusaki.hyogo.jp）に
も活動概要などを掲載しています。 
 
問い合わせ先　・・健康福祉課（内線３５２） 
　　　　　　　・・神崎保護区保護司会事務局　　・FAX：２６－０１９２ 
　　　　　　　　アドレス　munematsuo_０２１９@ybb.ne.jp



俳

句

会 

睡
蓮
の
花
を
揺
ら
し
て
真
鯉
跳
ね 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
膝
痛
に
ふ
と
目
覚
め
た
る
今
朝
の

秋
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

水
車
音
ひ
び
く
峡
里
今
朝
の
秋 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

山
の
端
に
白
き
明
星
今
朝
の
秋 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

老
い
て
こ
そ
深
め
る
絆
木
槿
咲
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

峡
里
に
子
の
遊
ぶ
声
秋
の
蝉 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

開
け
放
す
広
き
寺
苑
に
秋
の
蝉 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

秋
蝉
鳴
く
聞
き
つ
庭
戸
の
鍵
あ
け

る
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

休
憩
の
木
椅
子
の
傷
み
秋
の
蝉 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

音
頭
と
る
昔
男
の
語
り
唄 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

台
風
の
逸
れ
て
安
堵
の
夜
明
け
哉 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

夫
婦
客
多
き
湯
宿
に
花
木
槿 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

裏
口
を
夜
通
し
開
け
た
る
残
暑
の 

日
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
寿
賀
子 

 

砂
浜
に
親
子
の
歓
声
西
瓜
割
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
翠
女 

 

母
よ
り
も
早
く
目
覚
め
し
昼
寝
の

児
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
繁
女 

 

打
ち
止
め
と
云
う
轟
き
の
大
花
火 

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 

立
秋
や
川
の
干
潟
の
砂
白
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

短

歌

会 

雨
上
り
の
風
は
朝
の
森
を
ぬ
け
老
鶯
の
美
し
き
喉
を

震
わ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

自
が
一
首
を
記
し
吊
る
し
し
短
冊
に
風
鈴
の
音
色
と

ぎ
れ
て
は
鳴
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

こ
の
暑
さ
あ
れ
こ
れ
し
よ
う
と
思
う
だ
け
理
屈
つ
け

て
は
ひ
と
日
過
ぎ
た
る
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 
 

屋
根
落
ち
て
く
ず
れ
し
壁
の
柱
に
は
ポ
ス
ト
が
し
か

と
し
が
み
つ
き
お
り
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

隣
り
家
の
犬
は
病
か
と
き
お
り
に
啼
く
声
尾
を
引
き

と
ど
く
夜
の
更
け
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

稲
の
穂
も
出
揃
い
村
に
早
や
ば
や
と
屋
台
新
調
の
幟

り
は
た
め
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

テ
レ
ビ
見
つ
つ
ふ
と
前
髪
を
上
げ
た
と
き
山
椒
の
花

落
つ
草
ひ
き
し
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

鳴
く
声
に
さ
ざ
な
み
生
る
る
う
し
蛙
葦
の
叢
よ
り
聞

こ
え
来
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

よ
う
よ
う
に
蝉
は
す
べ
な
く
我
が
肩
へ
い
く
ば
く
の

命
そ
っ
と
手
に
抱
く
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

裁
縫
と
言
う
程
の
事
出
来
ぬ
け
ど
裄
丈
直
す
が
出
来

て
嬉
し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

糖
蜜
を
加
え
ぬ
梅
干
旨
し
と
言
う
帰
省
の
孫
の
声
大

人
び
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

た
っ
ぷ
り
と
緑
陰
刷
き
し
境
内
は
補
陀
落
浄
土
の
ご

と
き
静
け
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

し 

か
い
さ
と 

む
く
げ 

あ
し
た 

し
る 

は 

あ 

む
ら 

注
意
事
項 

①
必
ず
６
人
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

②
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
ホ
ー

ル
数
が
変
わ
り
ま
す
。 

③
大
会
運
営
上
、
相
互
審
判
制

で
行
い
ま
す
。
各
チ
ー
ム
３

人
ず
つ
に
分
け
、
他
チ
ー
ム

と
組
み
合
わ
せ
て
競
技
し
ま

す
。 

※
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
（
月
曜
休

館
） 

  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加

チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。 

■
第
４
回
神
崎
郡
男
女
混
合
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

日
時
　
１０
月
１６
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
神
河
町
体
育
セ
ン
タ
ー 

チ
ー
ム
編
成
　
男
子
３
人
以
内 

　
・
女
子
６
人
以
上 

参
加
費 

・
郡
内
チ
ー
ム 

　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

・
郡
外
チ
ー
ム 

　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円 

申
込
期
限
　
１０
月
１２
日（
水
） 

 

■
第
１６
回
６
人
制
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会 

日
時
　
１０
月
２３
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤 

・
在
学
の
女
性
、
及
び
協
会

が
承
認
し
た
町
外
の
チ
ー
ム 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

申
込
期
限
　
１０
月
１５
日（
土
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
第

１
体
育
館
（
　
２２
・
１
１
５

３
）
ま
た
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
・
大
杉
（
　
２２
・
３
２

３
１
）
へ
。 

  

剣
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
第
３７
回
神
崎
郡
少
年
剣
道
大

会
が
８
月
２８
日
（
日
）
に
第
１

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

個
人
戦 

【
小
学
１
・
２
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
高
岡
祐
丞（
福
崎
小
） 

【
小
学
４
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
大
野
健
介（
福
崎
小
） 

【
小
学
６
年
生
の
部
】 

準
優
勝
　
柴
田
雄
貴（
高
岡
小
） 

【
中
学
１
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
福
本
尚
哉（
福
崎
西
中
） 

【
中
学
２
・
３
年
生
の
部
】 

準
優
勝
　
三
浦
徹
朗（
福
崎
東
中
） 

２３ 



「健診で　聞こうよ　体のメッセージ」 
年に一度はかならず受診し　健康づくりにいかしましょう No.282

２４ 

未受診者の方は忘れず受診してください 

１１月２７日（日）　町ぐるみ健診 
特定基本健康診査、胃・肺・大腸・前立腺・肝炎ウイルス・骨粗鬆症・歯科検診 

時間　８：３０～１１：３０　　場所　保健センター 
日時　１月１６日（月）・３０日（月） 
　　　　　１３：３０～１４：００ 
場所　松岡産婦人科クリニック 

日時　１２月１８日（日） 
　　　　９：３０～１６：３０ 
　　　１月１６日（月）・３０日（月）・２月２０日（月） 
　　　　１３：３０～１６：３０ 
場所　保健センター 

結核は過去の病気ではありません 
　６０年前まで、結核は１年間に約１０万人以上の死者
を出す「国民病」といわれていました。 
　現在は、医療や生活水準の向上に伴い、結核は過去
の病気と思われがちですが、今もなお年間に２万３,０００
人以上新しく患者が発見され、２,０００人以上の方が亡
くなっています。新しく発見される結核患者の半数以
上は７０歳以上の高齢者です。 
　近年、病院・学校・老人施設などで、「集団感染」
や「院内感染」の事例が報告されています。 
 
予防と早期発見が大切です 
乳児期のBCG接種で結核の免疫力をつけましょう 
　抵抗力のない赤ちゃんは、感染すると重症の結核を
発病しやすく、生命にかかわることがあります。 
　これを予防するのが、ＢＣＧ（結核の免疫をつける
ための予防接種）です。 
　生後３か月から６か月前までに必ず受けましょう。 
 

早めの受診をしましょう 
症状は、風邪によく似ています 
　結核の初期症状は、風邪とよく似ています。 
①せき　②たんが出る　③体がだるく元気が出ない
④微熱　⑤胸痛　⑥体重減少 
　これらの症状が２週間以上続く場合は、早めに医療
機関で受診してください。 
　症状が１か月以上続く人からは２５人に１人の割合で
結核患者が見つかっています。 
 
年に1度は胸部Ｘ線検査を受けましょう 
　ほとんどの結核の病巣は肺に現れるため、胸部Ｘ線
検査は結核の早期発見に極めて有効です。 
　症状のない軽い結核症でも胸部写真上で見つかるこ
とがあります。 
 
【結核についての問い合わせ先】 
　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 
　地域保健課　　２２－１２３４ 

「体がだるい？」「咳が治らないの？」それって結核かも 「体がだるい？」「咳が治らないの？」それって結核かも 「体がだるい？」「咳が治らないの？」それって結核かも 

しょう 

【対象者】 
・特定基本健康診査・がん検診等をどの健診機関でも受けていない方 
・夏の健診（検診）で受診したい項目を受けることができなかった方 
・がん検診推進事業による対象者 

【申込】 
　当日の申込はお受けしません。 
　申込がまだの方は、既に配布している申込用紙を保健センターへ提出してください。 

乳
房
検
診 

子
宮
検
診 

せき 



保健センターだより 

２５ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.１０月生まれの児 

H２３.７月生まれの児 

Ｈ２３.６月生まれの児 

Ｈ２２.１２月生まれの児 

H２０.８・９月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１０/１１（火） 

月～金 

１０/２５（火） 
 

１０/１１（火） 
 

１０/１１（火） 

１０/２６（水） 

１０/１８（火） 

１０/２６（水） 

１０/１９（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター10月定例行事予定 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 
　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、中学１年生・高校３年
生の方を対象に行っています。体調の良い時に、早めに接種し
てください。 

　手作り料理に親しむことで、健康的で豊か
な食生活を実践していきましょう。 
 
日　時　１１月２７日（日）９：３０～１３：００ 
場　所　保健センター 
対　象　小学生以下の子どもとその保護者 
　　　　２５組 
費　用　親子１組５００円 
　　　　※子ども一人増えるごとに２００円を 
　　　　　追加していただきます。 
持ち物　エプロン・三角巾 
メニュー　トマトライス 
　　　　　スープ 
　　　　　サラダ 
　　　　　デザート 

おやこの食育教室 おやこの食育教室 おやこの食育教室 
参加者募集 

ご案内 
　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）では、

こころの病気やこころの健康について、精神科

医師による無料相談を行っています。 

　また、姫路断酒会会員による断酒に関する相

談を同時開催しています。 

　本人に限らず、家族や関係者の方もご相談く

ださい。秘密は厳守します。 

 

日時 

 

 

 

場所　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 

申込　電話で予約してください。 

　　　　２２－１２３４　（担当）地域保健課 

このような時はご相談ください 
・ストレスがあり眠れない、食欲がないなどの

つらさがある。 

・気分が重たく、何もする気になれない。 

・精神障害のある方で、生活や社会復帰などの

相談がある。 

・何か大きな出来事があり、こころが深く傷つ

いたことで、生活のしづらさや生きづらさを

感じている。 

・飲酒をやめられず、生活に支障がある。 

・物忘れが激しかったり、水道の 

　蛇口を締め忘れるなど、生活に 

　支障がある。 

・学校に行けない、職場に行けない。 

　　　　　　　　　　　　　　など 

月 

日 

10 

26

11 

16

12 

21

1 

25

2 

22

3 

21

９：３０～１１：００（予約制） 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２３年８月末現在 

７，２０７世帯 
９，３７８人　 
　７２人　 
１６人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６８１人 
１０，３０３人 
　４２人 
２１人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２６ 

 ■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
町
内
の
街
路
に
色
と
り
ど
り
に
咲
く
花
や
き
れ
い
に

整
え
ら
れ
た
花
壇
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
を
維
持
管
理
し
て
い
る
の
は
、
コ
コ
ロ
ン

ク
ラ
ブ
と
み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

　
み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ
は
月
２
回
、
町
内
の
花
壇
や
県

道
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
手
入
れ
を
主
に
さ
れ
て
お
り
、
コ

コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ
は
月
１
回
、
街
路
樹
下
の
草
引
き
や
花

の
寄
せ
植
え
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
今
回
の
取
材
で
コ
コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
雨
と
い
う
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
３０
人
ほ
ど
の
方
々
が
、

も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
、
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
に
続
く
辻
川
通
り
の
草

引
き
や
花
の
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
「
お
花
が
好
き
な
人
や
町
を
明
る
く
し
た
い
と
い
う
人
が
多
く
、
み
な
さ

ん
心
が
丸
い
の
。
誰
と
話
を
し
て
い
て
も
心
が
和
む
わ
よ
」
と
会
員
同
士
で

会
話
に
も
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
「
福
崎
町
に
優
し
く
し
て
も
ら
っ
た
。
助
け
て
も
ら
っ
た
の
で
何
か
の
恩

返
し
を
し
た
い
。
」
と
の
思
い
で
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
あ
り
、
そ
の
思
い

に
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

　
緑
豊
か
な
町
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
よ
り
一
層
、
福
崎
町
に

愛
着
が
湧
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

（
三
輪
麻
衣
子
・
木
村
直
子
・
山
下
真
以
子
） 

　
９
月
２３
日（
金
・
祝
）、
小
学
校
・
幼
稚
園
・

幼
児
園
・
保
育
所
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ご
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
大
き
な
声
援

に
励
ま
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
演
技
、
競
技
に
取
り
組

み
ま
し
た
。（
写
真
は
八
千
種
小
学
校
、
高
岡

幼
稚
園
・
保
育
所
で
す
。
） 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 


